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陳情第２６号 

陳情書 

 

令和８年６月２３日受理 

 

陳情者 ●●●●●●●●●●●●●●● 

湯 浅 忠 雄 

 

（陳情の趣旨） 

柿本元気奈良市議会議員による議会中の森田一成議員の居眠りを容認するような発言に対

し、適切な調査・注意・是正を求めること。 

 

（陳情の理由） 

令和８年６月頃、奈良市議会定例会において、へずまりゅう議員が居眠りをしていた森田 

一成議員を起こしたところ、柿本元気議員は自身のＳＮＳ上で「寝かしといたらええがな。 

真面目に議会に取り組んでたら寝てる議員見つけたり起こしたりする暇もない。彼は逆にそ

れしかすることないんです。本当に情けない連中だ。」と投稿されました。 

この発言は、以下の点で問題があると考えます。 

１．地方議会議員は市民の代表として公的職務を遂行する立場にあり、議会中の居眠りは職 

務怠慢に該当する可能性が高い。一般社会では許容されない行為を「寝かしといたらえ 

え」と容認する姿勢は、議会の品位を著しく損ない、市民の信頼を失うものです。 

２．居眠りを指摘・是正しようとした議員を「情けない連中」と非難する内容は、議会内の 

健全な議論や相互牽制を阻害するおそれがあります。 

３．柿本議員自身も政治資金収支報告書の未提出問題が指摘される中、このような発言は議 

員としての責任意識の欠如を印象づけています。 

 

よって、奈良市議会として本件を議会運営委員会等で調査・審議し、柿本議員に対し、注

意・指導を行い、再発防止策を講じるよう陳情いたします。 


